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１．ｅｂＸＭＬの登場 
ｅビジネス環境を構築するために、電子商取引

にＸＭＬ／ＥＤＩを使おうという動きがグローバ

ル企業を中心に 1998 年頃から活発になってきま

した。 
ＲｏｓｅｔｔａＮｅｔ（情報機器、電子部品、半導体製品）、

ＣＩＤＸ（石油化学製品）などのＸＭＬ／ＥＤＩ

標準が業界単位で制定されはじめました。ＸＭＬ

を使用しているとはいえ、このように個々の業界

が別々に標準を作成していくと、業界間の整合性

が取れなくなる心配が出できました。 
このため、業界団体が大同団結して国際標準と

してのＸＭＬ／ＥＤＩ標準を開発するために、

1999 年 11 月にＵＮ／ＣＥＦＡＣＴ1とＯＡＳＩＳ2が共同

で「ｅｂＸＭＬ ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ」を設立しました。18 ヶ

月の限定プロジェクトとして作業が開始され、

2001年５月にｅｂＸＭＬ仕様1.0を公表しました。

その後、ｅｂＸＭＬ ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅは解散し、ｅｂＸＭＬ

仕様の開発・拡充作業は、ＵＮ／ＣＥＦＡＣＴとＯＡ

ＳＩＳに引継がれています。 
 
２．ｅｂＸＭＬの取引概念 
ｅｂＸＭＬは、「ＸＭＬベースのオープンなイ

ンフラストラクチャを提供し、互換性のある安全

なグローバル環境下で、すべての市場参加者がｅ

ビジネスの情報を利用できるようにすること。」を

目的として開発されました。 
ｅｂＸＭＬによる取引概念を図－１に示します。

まず、Ａ社はあらかじめｅｂＸＭＬ仕様に基づい

た機能を自社システムに実装し、その実装仕様を

レジストリ＆リポジトリ（Ｒ＆Ｒ）に登録してお

きます。（①②③） 
                                                  
1 国連のＥＤＩ標準化機関 
2 ｅビジネス標準の開発・普及を推進する非営利国際コンソ
ーシアム 

Ｂ社はＲ＆ＲからＡ社の実装仕様を入手し、自

社の条件を加味してＡ社と取引仕様の合意を図っ

たうえで、合意した取引仕様をＢ社システムに実

装します。（④⑤⑥） 
これで、ｅｂＸＭＬ仕様によるＡ社とＢ社の取

引準備が整いましたので、ｅビジネス取引を開始

します。（⑦） 
Ｒ＆Ｒは、ｅｂＸＭＬに関する仕様などを格納

しておく検索簿および格納場所で、インターネッ

トを通じてアクセスできます。 
Ｒ＆Ｒは、国際、国、業界などの各レベルに設

置され、相互に連携が取れるように計画が進めら

れています。 

 
３．ｅｂＸＭＬの体系 
ｅｂＸＭＬは次の５つの機能から構成されてい

ます。（図－２参照） 
(1) ビジネスプロセス 

ビジネスプロセスとは企業間の取引プロセスの

ことで、取引のシナリオ、取引当事者とその役割、

メッセージ交換の順序、取引プロセス実行の条件

解説「わかりやすいＸＭＬ／ＥＤＩ」 
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図－１ ｅｂＸＭＬによる取引概念 
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などをいいます。ｅｂＸＭＬではビジネスプロセ

スを記述する仕様が定められています。 

(2) コアコンポーネント 

コアコンポーネントとは取引当事者間で交換す

るデータ要素のことで、「コア構成要素」と訳しま

す。ｅｂＸＭＬでは、取引当事者間で交換するメ

ッセージをビジネスドキュメント（取引文書）と

呼び、ビジネスドキュメントはコアコンポーネン

トの集まりで構成されます。ｅｂＸＭＬではコア

コンポーネントを記述する仕様が定められていま

す。 

(3) レジストリ＆リポジトリ（Ｒ＆Ｒ） 

レジストリ＆リポジトリとは、ｅｂＸＭＬ仕様

やビジネスプロセス、コアコンポーネント、交換

協定などの業界標準、個別企業の交換仕様などを

登録し、取引者がインターネットを介して自由に

参照できるようにしたデータベースのことです。

ｅｂＸＭＬではレジストリ＆リポジトリを構成す

るための仕様が定められています。 

(4) 交換協定（ＣＰＰ、ＣＰＡ） 

交換協定とは、取引当事者間でメッセージ交換

を行うための条件を定めたもので、使用するビジ

ネスドキュメント、取引相手、通信プロトコルの

種類、暗号方式、再送の回数などを記述します。 

ＣＰＰ3は当事者のメッセージ交換能力を記述

したもので、ＣＰＡ4は取引当事者相互で合意した

メッセージ交換条件を記述したものです。ＣＰＡ

は取引当事者双方のＣＰＰの共通部分を抽出して

作成することもできます。 

ｅｂＸＭＬではメッセージ交換協定を記述する

ための仕様が定められています。 

(5) メッセージサービス 

メッセージサービスとは、インターネットを通

じて、取引相手にビジネスドキュメントを安全、

確実に届けるためのメッセージ搬送機能をいいま

す。ｅｂＸＭＬではメッセージサービス機能の仕

様が定められており、この仕様に準拠した製品が

ベンダーから提供されています。 
                                                  
3 Collaboration-Protocol Profile 
4 Collaboration-Protocol Agreement 

４．ｅｂＸＭＬの標準化状況 
前述したｅｂＸＭＬ仕様のうち、ＯＡＳＩＳが担当

している以下の仕様がＩＳＯ技術仕様『 ISO/TS 

15000』として制定されています。 
ISO 15000-1は交換協定仕様、ISO 15000-2はメ

ッセージサービス仕様、ISO 15000-3 および ISO 

15000-4 はレジストリ＆リポジトリ仕様、 ISO 

15000-5 はコアコンポーネント仕様に相当します。 

ISO 15000-1: ebXML Collaboration-protocol profile and 

agreement specification (ebCPP) 

ISO 15000-2; ebXML Message service specification (ebMS) 

ISO 15000-3: ebXML Registry information model  

specification (ebRIM) 

ISO 15000-4: ebXML Registry services specification (ebRS) 

ISO 15000-5: ebXML ebXML Core Components Technical 

Specification (ebCCTS) 

一方、ＵＮ／ＣＥＦＡＣＴでは、コアコンポーネン

トの中身の標準化を精力的に進めています。標準

化されたコアコンポーネントを基にしてビジネス

ドキュメントを構成することにより、ビジネスド

キュメントの中身を標準化されたものとすること

ができます。         （武山 一史） 
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図－２ ｅｂＸＭＬの体系 


